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木 材 研 究 第14号 (昭30)
と結論するわけに行かない｡




その辺材部 より広髄線を切 り取 り充分に水洗 し臥乾 し粉末 として試料とした｡それと共に広髄線を





























合には更に抽出物が減少するであろ うとJ削 っれるO ベン トザン及びウロン酸の量は大差はないが炭
水化物部に対 してほ柔細胞に稽多いこ とになる｡
次に上のようにして調製した広髄線 と広髄線以外の木質部の原木状態の繊維素重合度を比較する
ことは,他の場合 と同様に厳密には行い難いことである｡ クロス ･ビバン処理や低温塩素化モノエ
クノールア ミン処理等の脱 リグニン法あるいは クロライ ト酢酸法 も繊維素重合度に影響を来たし
がちであるo Mitchel13-ならびに Heuser,Joergensen4)の直接硝化法 (directnitration)によ
ることに した｡木材は多量の .)4-:ニンを含んでいるので直接硝化も木綿や人絹パルプに行われる様
な低温短時間の硝化では充分に可溶性の硝化物を得ることができないのでやは り繊維素に影響の及










を加えて 20oC,1hrの短い硝イヒを行った｡ この方法によれば塩素化及び硝化の両方を軽度に行 う
ことができるが得られた重合度は直接硝化法 と大差がなかった｡
直接硝化 :風乾試料を共栓エルレンマイエルに入れ, HNO350:H8PO440･:P205 10 の




次ぎに重曹水で中和沈潜,水洗 した後,水で 5min.煮沸 2回,競いで メタノールで還流煮沸
5min･再び水で洗い吸引し, うるおったまま 90% アセトン溶解 し,遠心分離し不溶物を分ち,
上鐙を50%アセ トン中に激しく撹拝しながら注下し織稚状に再沈澱させ,減圧 ?OoC以下で乾燥 し
て粘度測定試料とした｡ ノ〔
測定試料中の-ミセルローズ硝化物についてその量の推定を次のように行った｡Rassow,D6rr5)

















木 材 研I,t究 第14号 (昭30う
に縛ったo粘度紬 ま･CannanFensk?型のもので, Schulえ7'による運動エネルギ-補正 0.13%,
mぬnsheargradient350sec11 であったのでこれらの影響を無視した｡ 25oC士0.1で測定した｡
′結果及び考察 :測定用精製硝化物中に上述の如くかな り多量のベントザン及び僅少の リグニンが
含まれていざるためか N 含量は12.6T12:8%であった｡これらを考慮に入れると上記の式を適用し
て繊維素重合度を計算することは問題となるが Heuser,Joergesnenもこれを考慮に入れていない
?で上の懐に純キ十古セル ロ-ズ'として計算 した｡
反復測定の緒果クヌギの広髄線の繊維素平均葺合宴は21001こ2200, 広髄親以外の本署部のそれ
は2500-2600とい う値を示した｡
HeuserJoergensenが aspen材の木粉の直接硝化法により.DP2400⊥2500を得ているところ
に近い｡節速め如 くHeuser等は精製硝化物の中功罪繊維素を考慮していないが無視できない程存
在するのではないかと思われる｡上に鹸化して再生した織椎葉のベントザンを測定したが,リグニン
の爽雑量を測定するのは困難である｡ 硝化物をメタノールで煮沸するとき著しい黄色物が溶出する｡
メタノ-.!L,を蒸発すれば黄色の樹脂状物が残留する｡ このものが大部分ニトロリグニンであると考
えてこれを乳酸エチルに溶解 した液と精製硝化物の溶液を比色するとあまりに過大な値が得られる｡
上に得た広髄緑重合度は見掛上は明瞭に広髄繰以外の部分より低いがその差は非常に大 と言 う程
ではない｡硝化物中の非繊維素の量の明確な値を紋 くが僅かながらこれらは髄線細胞の方に多いと
思われるので遷合度の差はこれより縮むかもわからない｡ 今迄に各樫の広葉樹の僅々の蒸解程度の
パルプより分離した柔細胞はいづれもパルプ重体としての溶液粘度より低い値を示したことはやは
り原木中に於て既に幾分低い平均重合度を有することによると思われる｡ しかしその差は著 しくは
なく,従って広葉樹柔細胞の細胞膜は重合度の点から見て木繊維にあまり劣っていないと思われる｡
Resume
Thesampleofthetissueofthebroadrayandthetissuewithoutthebroadr早yWere
cutfrom thefreshsapwoodofQuercusaccuissimaCarl.
Theair-driedpowderedsamplesweredirect-nitratedfor6hrs.at20DC.Thecomposト
tionofthenitratiohmixturewasHNO350:H3PO｡40:P205 10accordingtoHeuser
andJoergehsen.Afterpurificationofthenitratesaccor･dingtoHeuser,Joergensenand
Mitchel,theD.P.WeredeterminedaccordingtoMitchel andothersusingethyllactate
assolvent.
ItwasfoundthattheD.P.ofthebroadraywas2100-2200,whereasfh.eD.P.ofthe
woodpartwithoutbroadray2500-2600.Thepurifiedni･LlafescontainedN 12.6-12.8%.
Aftersapon]'ficationofthenitratesaccordingtoRassow,Doerr,itwasfoundthatthe
pentosancontentintheregeneratedsubstanceswas8.596'inbroadrayand7.2% in
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thewood. Nevertheless,nocorrectionswereintroducedintheabovecalculationsofD.P.
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